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1. 注意事項
サブクロック関連のレジスタの中にはリセット後の値が不定になっているものや、値を変更するためには一旦

サブクロックを停止させなければいけないものがあります。

サブクロックは電源投入時から発振を開始していますので、これらのレジスタに値を設定するには、マニュア

ル記載の注意事項を守って実施する必要があります。

表 1.1にマニュアルに記載されているサブクロックの初期化に関連する注意事項の一覧を示します。

製品分類 MPU & MCU 発行番号 TN-RX*-A052A/J Rev. 第1版

題

名

RX630グループ、RX63Nグループ、RX631グループ

サブクロックの初期化に関する注意事項

情

報

分

類

技術情報

適

用

製

品

RX630グループ

RX63Nグループ、RX631グループ

対象ロット等

関

連

資

料

RX630グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編

Rev.1.50 (R01UH0040JJ0150)

RX63Nグループ 、RX631グループ

ユーザーズマニュアル

ハードウェア編 Rev.1.60 
(R01UH0041JJ0160)

全ロット

表 1.1 サブクロックの初期化に関連する注意事項一覧 (1 / 2)

項目 リセット後の値 注意事項

全般 — •サブクロックの発振は、SOSCCR.SOSTPビットと

RCR3.RTCENビットの両方で制御される

•サブクロックをシステムクロックとして使用する場合は、

SOSCCR.SOSTPビットを使用して制御する

•サブクロックをリアルタイムクロック (RTC)のカウントソースと

して使用する場合は、RCR3.RTCENビットを使用して制御する

•サブクロックを使用しない場合、SOSCCR.SOSTPビットを “1”、

かつRCR3.RTCENビットを “0”にする

•サブクロックを発振させるときはRCR3レジスタのb3-b1 

(RCR3.RTCDV[2:0]ビット)の設定も必要

SOSCCR.SOSTPビット 0 •書き換えた後は、書き込みの完了を待ってから後続の命令を実行

する

• “0”にする前に、SOSCWTCRレジスタの設定が必要

• “0”にした後は、発振安定待機時間が経過してからサブクロックの

使用を開始する

• “1”にした後、再度 “0”にする場合は、サブクロック換算で5サイ

クル以上の時間を置いてから実施

• “1”にするときは発振が安定している状態で行う

•サブクロックを使用しない場合は “1”にする

SOSCWTCR.SSTS[4:0]

ビット

00110b

または00000b
•「待機時間+発振安定待機オフセット時間」が発振安定時間以上に

なるように設定する

•サブクロックの発振を開始させた後は、発振安定待機時間が経過

してからサブクロックの使用を開始する

• SOSCCR.SOSTPビットが “1”のときのみ書き換え可能



Page 2 of 6

RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RX*-A052A/J 発行日 : 2013年3月28日

2. サブクロックの初期化手順
ここでは、システムクロックをリセット後の状態 (LOCOの1分周 )にしたままで初期設定を行う例を示します。

A. サブクロックをRTCのカウントソースに使用する場合

RCR3.RTCENビットを“1” (動作 )にして使用するため、ソフトウェアスタンバイモード時にもサブクロック

は停止しません。しかし、SOSCCR.SOSTPビットが“0”の場合は、ソフトウェアスタンバイモードから復帰し

たときにSOSCWTCR.SSTS[4:0]ビットに設定したサイクル数だけ待機するため、復帰に時間がかかります。こ

のため、サブクロック発振安定待機時間が最短になるようにSSTS[4:0]ビットを再設定する必要があります。

この条件でのサブクロックの初期化手順を以下に示します。

(1) RTCのカウントソースを選択する

電源投入後のRTC4.RCKSELビットは不定ですので、まずRTCのカウントソースにサブクロックを選択し

ます。サブクロックは LOCO クロックより周波数が低いのでシステムクロックを変更する必要はありませ

ん。

(2) サブクロックを停止する

RCR3レジスタのb3-b1 (RCR3.RTCDV[2:0]ビット )を書き換えるために、一旦サブクロックを停止します。

(3) RCR3レジスタのb3-b1 (RCR3.RTCDV[2:0]ビット )の設定

RX630の場合は“110b”を、RX63N/RX631の場合はお使いの発振子に応じて“110b”または“001b”を設定し

てください。

(4) サブクロックの発振

サブクロック発振器の待機時間を設定した後、SOSCCR.SOSTP ビットを用いてサブクロックを発振させ

ます。

(5) サブクロック発振安定待機時間を最短にする

ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時間を最短にするために、SOSCWTCR.SSTS[4:0] ビットに

“00000b”を設定します。このレジスタを書き換えるために、一旦SOSCCR.SOSTPビットを “1”にしますが、

そのときサブクロックの発振が止まらないようにRCR3.RTCENビットを“1”にします。

図 1.1に上記手順のフロー例を示します。

RCR3.RTCENビット 不定 •周辺モジュールクロック (PCLK)周波数はカウントソースの周波

数以上でないといけない

•書き換えた場合は、値が更新されたことを確認してから次の処理

を実行する

• RCR4.RCKSELビットが “1”のときは、このビットでサブクロッ

クの発振を制御できない

• “1”にした場合、ソフトウェアスタンバイモード時にもサブクロッ

クの発振が停止しない

RCR3レジスタのb3-b1 

(RCR3.RTCDV[2:0]ビッ

ト )

不定 • PCLK周波数はカウントソースの周波数以上でないといけない

•サブクロック発振中は書き換え禁止

•書き換えた場合は、値が更新されたことを確認してから次の処理

を実行する

RCR4.RCKSELビット 不定 •電源投入後、一度だけ設定する

表 1.1 サブクロックの初期化に関連する注意事項一覧 (2 / 2)

項目 リセット後の値 注意事項
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図 1.1 サブクロックをRTCのカウントソースに使用する場合の初期化フロー例

開始

RCR4.RCKSELビットを“0”(サブクロックを選択) にする

SOSCCR.SOSTPビットを“1”(サブクロック停止) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“1”になっていることを確認する

RCR3.RTCENビットを“0”(サブクロック停止) にする

RCR3.RTCENビットが“0”になっていることを確認する (注1)

サブクロック換算で5サイクル (約153 µs) 以上の時間が経過するのを待つ

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) を“110b”または

“001b”にする

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) が書き換わっている

ことを確認する (注2)

SOSCWTCR.SSTS[4:0]ビットに待機時間を設定する

SOSCCR.SOSTPビットを“0”(サブクロック発振) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“0”になっていることを確認する

設定したサブクロック発振安定待機時間が経過するのを待つ

RCR3.RTCENビットを“1”(サブクロック発振) にする

RCR3.RTCENビットが“1”になっていることを確認する

SOSCCR.SOSTPビットを“1”(サブクロック停止) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“1”になっていることを確認する

サブクロック換算で5サイクル (約153 µs) 以上の時間が経過するのを待つ

SOSCWTCR.SSTS[4:0]ビットを“00000b”にする

SOSCCR.SOSTPビットを“0”(サブクロック発振) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“0”になっていることを確認する

サブクロック換算で2サイクル (約61 µs) 以上の時間が経過するのを待つ

終了

サブクロック

の発振状態

発振

停止

発振

SOSCCR.
SOSTP

RCR3.
RTCEN

“0”

不定

“0”

“1”

“0”

“1”

“1”

“0”

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

注1. b7-b1 。の値は不定です RCR3.RTCEN 。ビットのみの値を確認してください 

注2. RTCソフトウェアリセットによってRCR3 、 。レジスタが初期化される品種では 実施しないでください 
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B. サブクロックを、RTCのカウントソースのみに使用する場合

ここでは、ユーザーズマニュアル記載の手順とは異なり、SOSCCR.SOSTPビットを“1” (停止 )にしたままサ

ブクロックを発振させる例を示します。サブクロックの発振はRCR3.RTCENビットで制御します。この場合、

サブクロックの発振はソフトウェアスタンバイモードによる影響は一切受けません。

この条件でのサブクロックの初期化手順を以下に示します。

(1) RTCのカウントソースを選択する

電源投入後のRTC4.RCKSELビットは不定ですので、まずRTCのカウントソースにサブクロックを選択し

ます。サブクロックは LOCO クロックより周波数が低いのでシステムクロックを変更する必要はありませ

ん。

(2) サブクロックを停止する

RCR3レジスタのb3-b1 (RCR3.RTCDV[2:0]ビット )を書き換えるために、一旦サブクロックを停止します。

(3) RCR3レジスタのb3-b1 (RCR3.RTCDV[2:0]ビット )の設定

RX630の場合は“110b”を、RX63N/RX631の場合はお使いの発振子に応じて“110b”または“001b”を設定し

てください。

(4) サブクロックの発振

RCR3.RTCENビットを用いてサブクロックを発振させます。

図 1.2に上記手順のフロー例を示します。

図 1.2 サブクロックをRTCのカウントソースのみに使用する場合の初期化フロー例

開始

RCR4.RCKSELビットを“0”(サブクロックを選択) にする

SOSCCR.SOSTPビットを“1”(サブクロック停止) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“1”になっていることを確認する

RCR3.RTCENビットを“0”(サブクロック停止) にする

RCR3.RTCENビットが“0”になっていることを確認する (注1)

サブクロック換算で5サイクル (約153 µs) 以上の時間が経過するのを待つ

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) を“110b”または

“001b”にする

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) が書き換わっている

ことを確認する (注2)

サブクロック発振安定時間 (注3) が経過するのを待つ

RCR3.RTCENビットを“1”(サブクロック発振) にする

RCR3.RTCENビットが“1”になっていることを確認する

終了

サブクロック

の発振状態

発振

停止

発振

SOSCCR.
SOSTP

RCR3.
RTCEN

“0”
不定

“0”

“1”

“1”

(1)

(2)

(3)

(4)

注1. b7-b1 。の値は不定です RCR3.RTCEN 。ビットのみの値を確認してください 

注2. RTCソフトウェアリセットによってRCR3 、 。レジスタが初期化される品種では 実施しないでください 

注3. RTCソフトウェアリセットによってRCR3レジスタが初期化される品種では tSUBOSC、 それ以外の品種では tSUBOSC と

tSUBOSCWT0 のいずれか値の大きい方
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C. サブクロックを、システムクロックのみに使用する場合

RCR3.RTCENビットを“0” (停止 )にして使用するため、ソフトウェアスタンバイモード時にはサブクロック

が停止します。

この条件でのサブクロックの初期化手順は「A. サブクロックを RTC のカウントソースに使用する場合」の

(1)~(4)と同じです。

図 1.3にフロー例を示します。

図 1.3 サブクロックをシステムクロックのみに使用する場合の初期化フロー例

開始

RCR4.RCKSELビットを“0”(サブクロックを選択) にする

SOSCCR.SOSTPビットを“1”(サブクロック停止) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“1”になっていることを確認する

RCR3.RTCENビットを“0”(サブクロック停止) にする

RCR3.RTCENビットが“0”になっていることを確認する (注1)

サブクロック換算で5サイクル (約153 µs) 以上の時間が経過するのを待つ

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) を“110b”または

“001b”にする

RCR3レジスタのb3-b1 (またはRCR3.RTCDV[2:0]ビット) が書き換わっている

ことを確認する (注2)

SOSCWTCR.SSTS[4:0]ビットに待機時間を設定する

SOSCCR.SOSTPビットを“0”(サブクロック発振) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“0”になっていることを確認する

設定したサブクロック発振安定待機時間が経過するのを待つ

終了

サブクロック

の発振状態

発振

停止

発振

SOSCCR.
SOSTP

RCR3.
RTCEN

“0”

不定

“0”

“1”

“0”

(1)

(2)

(3)

(4)

注1. b7-b1 。の値は不定です RCR3.RTCEN 。ビットのみの値を確認してください 

注2. RTCソフトウェアリセットによってRCR3 、 。レジスタが初期化される品種では 実施しないでください 
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D. サブクロックを使用しない場合

サブクロック発振子が接続されていない場合、SOSCCR.SOSTPビットが“0”のままであると、ソフトウェア

スタンバイモードから復帰できません。SOSCCR.SOSTP ビット、RCR3.RTCEN ビットの両方ともサブクロッ

クの発振が停止するように設定します。

図 1.4にフロー例を示します。

図 1.4 サブクロックを使用しない場合の初期化フロー例

開始

SOSCCR.SOSTPビットを“1”(サブクロック停止) にする

SOSCCR.SOSTPビットが“1”になっていることを確認する

RCR3.RTCENビットを“0”(サブクロック停止) にする

RCR3.RTCENビットが“0”になっていることを確認する (注1)

終了

サブクロック

の発振状態

停止

SOSCCR.
SOSTP

RCR3.
RTCEN

“0”

不定

“0”

“1”
(2)

注1. b7-b1 。の値は不定です RCR3.RTCEN 。ビットのみの値を確認してください 
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